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🌸会長の時間🌸 
 

繁田 光 会長 
 

今日は朝から、武蔵カントリー 

クラブ豊岡コースで、合同ゴルフ 

例会を開催しました。入間 12名、入間南 15名の

方々にご参加いただき、大きな事故や怪我も無く、

無事に終えることができました。ゴルフの結果に

ついては、後ほどの懇親会の中で表彰式を行いま

すので、楽しみにしてください。 

そして、この後の懇親会も、親睦予算の限られる

中、会員の手作りで精一杯の努力をさせていただ

いてますので、この時間をお楽しみいただければ、

幸いだと思っております。 
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議 事 次 第     当番：金井 祐一会員 

・入間 RC 入間南 RC 合同例会（さくら草ホール）  ・会長の時間、幹事報告、委員長報告 

髙橋会長 新井幹事 近藤幹事 

司会 一柳会員  

 

乾杯 齋藤会員  
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合同ゴルフ優勝 旭会員  
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出席 27名（40名中）73％ 

 

 

 

🌸10月 8日 卓話🌸 
 

WMO世界フェザー級王者 

ビクトリージム 

 瀧澤 博人 様  

「世界王者の人生を変えた言葉」（後編） 
 

（10月 8日例会卓話の後編） 

 

○父との再会、父への感謝 

ここまでが 2 年前にお話しさせていただいたと

ころですが、その時私は 3 連敗のさなかでした。

また、実は多くのトラブルを抱えていました。そ

の中の 1つに、大人になって再会した父から電話

がかかってきて、体を壊してしまったから助けて

ほしいということがありました。最初はいやいや

でした。兄と 2人でなすり付け合うような感覚で

した。それでも、父の病院の送り迎えをしたり、

介護をしたり、元気な時はお墓参りに行ったりし

ました。会うたびに、父がどんどんやせ細ってい

ったんですが、それを受け止められない自分がい

ました。 

そんな時に、今日は「人生を変えた言葉」と掲げ

たのですが、ある 1冊の本との出会いがあり、そ

の中に「本当に父を尊敬し、母を愛する純情な子

でなければ、世に残るような大業を成し遂げるこ

とはできない。いや、両親を大切にせぬような子

は何一つ満足にできない」という言葉がありまし

た。自分に言われているような気がしました。も

う父の死が近いということをわかっていました

ので、最後までしっかり見送ろうと思いました。 

ある日、父が好きだった 1 冊の本を買って病院

に持っていったら、それを受け取って「俺がこれ

好きなのを知っていたのか。お前は本当に気が利

くな」と言って手を握ってくれました。離れてい

ても、ほとんど一緒に暮らしたことがなくても、

父は私のことをわかってると思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父はそのまま眠りにつき、翌朝亡くなりました。

看護師さんが、お父さんの体を拭いてあげてくだ

さいとタオルを渡してくれて、亡くなった父の体

を洗いました。その時はまだ涙が出なくて、いま

いち実感と悲しみがなかったのですが、父の体を

拭いていたら、思ったよりすごく骨格がしっかり

していることを知りました。 

僕よりもとてもいい骨格をしていました。僕は

スポーツ選手なので、骨格を見るとその人の運動

能力がほぼわかります。父の足を拭いたときに涙

が止まらなくなりました。父のやせ細った足が、

私の足と瓜二つでありました。その時に、涙が止

まらなくなるとともに、この強さ、才能は、父か

らもらったものなんだと知ることができました。 

そこから、本当に不思議な感覚でした。父への感

謝とともに、父を通しご先祖様たちへの感謝、そ

して自分の体への感謝をすることができました。

これまで、15歳から 20年間戦い続けてきた自分

の体への感謝をすることができました。そこから

私は、息を吹き返したかのようにさらに練習を重

ね、復帰戦に勝利しました。リングに上がると、

感じたのは 1人じゃないという感覚でした。窮地

の場面で感じたのは、父が私の中にいて、もっと

言うとご先祖さまからがんばれと言われてるよ

うな感覚でした。 

 

○世界チャンピオン獲得、頂点への挑戦 

ここからさらに練習を重ね、2025年 11月、ラジ

ャダムナンスタジアム 5位の選手を倒し、WMO世

界正規フェザー級王座を日本人で初めて獲得す

ることができました。本当にこの 2年間、濃密な

時間でありましたが、皆様にこうしてご報告でき

ることを心から嬉しく思っております。また、今

年の 3月と 7月にラジャダムナンスタジアムの現

役トップランカーに挑みました。キックボクシン

グは海外ではムエタイと呼ばれていますが、ムエ

タイは各世界団体の上に世界統一王座という形

でラジャダムナンスタジアムというのが制定さ

れています。ラジャダムナンスタジアムのチャン

大締 水村パストガバナー  
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ピオンを取ることが世界最強の証と言われてお

り、365日、世界中から猛者が集まってきて世界

一を奪い合っています。そこのトップランカーに

3月と 7月に挑戦し、いずれ判定負けをしてしま

いました。3月に戦った相手は、現チャンピオン

になりました。7月に戦った相手は、先日別の相

手にノックアウト負けをしました。世界ランキン

グが 2 か月もあれば入れ替わってしまうぐらい

厳しいところではありますが、11月 22日に、そ

のノックアウト勝ちをした前ラジャダムナンス

タジアムフェザー級チャンピオンと試合をする

ことが決まりました。 

下馬評では、瀧澤が圧倒的に不利であると思い

ます。自分でも、8対 2くらいで厳しい試合にな

ると思います。しかし、本当に人生を変えるのは、

やっぱり無理だと言われた勝負を勝つからこそ、

未来を切り開き、夢がかなうと思っています。僕

は 100％勝てると思っていますし、毎日の積み重

ねで必ず努力が報われるんだということをこの

日に皆様にお見せしたいと考えています。 

また、負けを重ねたまま前チャンピオンに挑む

ことはできませんので、敵国に乗り込み、タイの

南部の現役チャンピオンと戦い、勝つことができ

ました。ちょうど 2 年前のことがよぎりまして、

その時も試合に負けてから登壇させていただい

たので、また同じことになるのではないかという

気持ちもあったのですが、今回は絶対に勝って皆

様にお会いすることを自分自身約束していまし

たので、それを果たせて本当によかったと思いま

す。 

この試合に臨むにあたり、とても怖かったです。

7月の試合の怪我もまだ癒えていない状態でした

が、やっぱり怖い時こそ一歩を踏み出して挑戦し

なければ切り開けないのかなと思います。挑戦し

てそれを叶えることができれば自信になります

が、もし失敗してしまっても、それは経験になる

ということを知っています。ですから、挑戦に無

駄なものは 1つもないと強く思っています。 

 

○学校講演のボランティア 

少し話は変わりますが、試合のオフの期間にボ

ランティアで学校講演に行っています。ロータリ

ークラブ様も地域の支援をされていると思いま

すが、私も川越の青年会議所でまちづくり運動を

しながら、地域への支援、日本の子どもたちへの

支援をしたいと考えているのですが、講演をする

たびに子どもたちから手紙が届きます。 

 

 

もう 1万枚以上になりました。講演して、どんな

手紙が来るかなと想像していた時は、夢や希望の

手紙が届くんだろうなと思っていましたが、届け

ば届くほど、書いてあることは夢や希望とかけ離

れたものでした。生きることがつらいとか、夢が

ないことが怖いとか、将来のことを考えると不安

で仕方ないという言葉ばかり書いてあります。 

私は、初めて抱いた夢は歌手になることでした。

小学校のアルバムに書いたのが、人を感動させら

れる歌手になりたいと書いたのですが、その夢が

変わり、キックボクサーになったんですけれども、

今、学校講演の最後に歌を歌っています。うまく

歌うんじゃなくて、今から大人の本気を見せる、

心を熱く生きることはこういうことなんだとい

う意味を込めて、上着を脱いで全力で、中島みゆ

きさんの「ファイト！」を歌います。感動してく

れたらそれでいいし、僕の子どもの時の夢が叶う

のかもしれない。もし、その挑戦が恥ずかしいな

と、瀧澤は世界チャンピオンにまでなってなんで

あんなことをやっているんだろうと思ったとし

ても、みんなが大人になって挑戦するときに、一

歩を踏み出せないときに、瀧澤があんな挑戦をし

ているんだから、世界チャンピオンでも恥をかい

ていたんだから、自分だって挑戦して失敗して恥

をかいてもいいじゃないかと、そんな勇気に変え

てほしいという願いを込めて全力で歌っていま

す。 

ちょうど昨日も、板橋の小学校で講演をしてき

ました。自分が幼少期恵まれなかった部分があり

ますが、その時に生きる希望になったのは、かっ

こよく夢を追っている大人の姿でした。これから

は、私がその子どもたちに、かっこいい夢を追っ

ている、挑戦する姿を見せることが勇気になり、

その子たちが大人になったときに地域を変えて

くれるようになれば、日本は必ず明るい国に、も

う一度強い国になると信じています。 

そのためには、まず私が 11月に、誰もが無理だ

といった偉業に挑戦し、それを叶えて、不可能は

ない、夢は叶うんだということを身をもって証明

したいと思っていますので、応援していただけた

ら嬉しいです。 

発行 入間ロータリークラブ 
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■例会場：繁田醤油㈱ 西山荘 
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